
令和２年６月１９日発行 第１９号 福島県教育庁県南教育事務所

～夢と希望をはぐくむ県南の教育～

今年度も、社会教育の推進と情報の共有化、学校・家庭・地域の教育力向上を図るため、

「県南社教ＴＩＭＥＳ」で県南域内の社会教育の取組状況を発信していきます。

令和２年度県南教育事務所社会教育の重点取組

家庭・地域の教育力の向上
子どもたちの豊かな心をはぐくむ

体験活動の充実
生涯学習推進による人づくり

１ 学校・家庭・地域
連携サポート事業の充実

・地域連携協働研修会
・地域連携担当校職員等研修会
・地域学校協働本部事業

２ 地域でつながる
家庭教育応援事業の推進

・家庭教育支援プログラム及び
親子の学び応援講座
・家庭教育応援企業推進活動
・家庭教育支援者地区別研修
・ふくしまを十七字で奏でよう
絆ふれあい支援事業

１ 子どもがふみだす
体験活動応援事業の推進

２ ふくしまの未来をひらく
読書の力プロジェクトの推進
・読書支援者育成事業の充実
・「ビブリオバトル」の推進

３ “ひがししらかわ”
輝くふる郷体験事業の充実

〔東白川郡内小学校９校対象〕
・各学校１回以上の訪問実施
・各部局との連携による体験事
業への助言及び支援

１ 域内の社会教育
研修体制の充実

・社会教育研修会、公民館訪問
の充実
・自主的研修組織の支援

２ 市町村・社会教育
関係団体への積極的支援

３ 社会教育・文化活動の
積極的顕彰

４ 地域と学校の
協働連携のしくみづくり

「ふくしまを十七字で奏でよう絆ふれあい支援事業」大募集

～趣旨をご理解の上、多くの家庭への参加の呼びかけをお願いします～

共通の体験をもとに、子どもと大人がそれ

ぞれの立場からの思いを十七字で表現する「十
七字のふれあい事業」は、各学校等の絶大なご
協力のおかげで、今ではすっかり県南域内に定
着し、毎年、多数の作品の応募をいただいてお
ります。
この事業は、平成２９年度から「絆部門」

「復興部門」の二部門になり、それぞれ部門ご
とに、１作品ずつ応募することができます。
なお、平成３０年度から「ふくしま応援部

門」が新設されました。これは、県外の方が対
象で、ふくしまへのエールを込めた作品を募集
します。
今年度も、幼・小・中・高校生からのたくさ

んの応募をお待ちしていますので、各学校での
ご協力をお願いいたします。
（募集要項等の詳細は、市町村教育委員会を通
じてすでに送付されています。）

ふくしまを十七字で奏でよう
絆ふれあい支援事業

○二人一組で応募（子どもと大人、子どもと子ども）

絆部門 復興部門

共通体験に
基づいた作品

震災・復旧・復
興に関する作品

思いやり
協力、奉仕、
感謝、郷土愛

等

ふくしまへの思
い、震災、復興、
復旧、支援に対
する感謝

○子どもの豊かな心の育成、家庭や地域の絆の再認識
○ふくしまの思い、帰属意識、震災を忘れない気持ち

○優秀作品集の配付
○社会教育課のＨＰに掲載
○各報道機関、Twitter等で発信

優秀作品を
全国に発信



家庭教育支援プログラム
PTA行事や家庭教育研修会などの講師を紹介します。

今年度も、市町村教育委員会を通して、幼稚園と小・
中学校に「家庭教育支援プログラム」を配布しました。
「親子の体験活動」「親の学び講座」などの講師を

紹介する事業です。昨年度も教養委員会や学年行事等
で積極的に活用していただきました。講師を探す際に、
困ったときは、気軽に県南教育事務所にお問い合わせ
ください。

※ 県南教育事務所社会教育課のHPに右のチラシや
申込書等を掲載しております。
必要に応じてダウンロードしてお使いください。

泉崎図書館
優秀実践図書館文科大臣表彰受賞

令和２年度「子どもの読書活動優秀実践校・図書館・団体（個人）」に対する文部科学大
臣表彰において、泉崎図書館が優秀実践図書館として表彰されました。
令和２年４月２３日（木）国立オリンピック記念青少年総合センターにて表彰される予定

でしたが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、表彰式は、中止となりました。
文部科学省より賞状が届きましたので、当事務所の総務次長より、泉崎村教育委員会教育

長様にお渡しました。
泉崎図書館は、子どもを利用の中心と見据えた図書館運営を行って

います。下記に主な取り組みを紹介します。

・保護者が子どもから目を離すことがないような本の配架の工夫
・乳幼児期からの親子を対象とした読み聞かせ活動
・保育所・幼稚園・小学校と連携した図書館見学
・小学校への出前読み聞かせ
・小学校卒業時に6年間で読んできた読書歴の贈呈
・小中学校の図書室整理や児童生徒との積極的交流
・図書館と学校図書室をつなぐ図書館システムのネットワーク化
・図書館の様々な業務をサポートする村内在住の方の協力による運営

“ひがししらかわ”輝くふる郷体験事業

過疎・中山間地域連携事業の一環として、東白川郡内全小学校で実施しています。地域の
人材を活用した体験活動を通して、地域の良さを再発見して、次代を担う人材を育成します。
今年度は、新型コロナウイルス感染症の影響で、それぞれの学校で工夫しながらのスター

トとなりました。

ボランティアによる田植え（５/18）

【社川小学校】

サツマイモの苗植え（５/22）

【山岡小学校】

スイカの苗植え（５/８）

【高野小学校】


